
セルブロック法は細胞診検体の細胞成分を何らかの方法で固化し、組織切片同様に固定、パラフィ

ン包埋、薄切の工程を経てHE標本などを作製し観察する手法のことである。

細胞診標本を何度も染め直すことは難しく、元の細胞診標本を失わなければならない。

セルブロック法の利点は免疫染色、特殊染色、遺伝子学的検索が可能になり、また、細胞集塊の

組織像を観察することが可能となれば確定診断に繋がる。パラフィンブロックは取り扱いが容易

で半永久的な検体保存が可能となる。

欠点は細胞収集に特殊な試薬を要する方法もあり技術が煩雑であること、目的の細胞が少数の場

合は回収率が悪いことなどがある。平成30年度の診療報酬改定では細胞診ではなくN000病理組

織標本作製に加わり、悪性中皮腫のみならず肺悪性腫瘍にも適応となる。

当院では2013年頃よりエッペンドルフチップ法によるセルブロック法を導入している。症例を提

示しセルブロック法運用の現状を報告したい。
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